
　この度、弊社の小児用解熱剤　プランサスシロップ1.5％の【使用上の注意】を改訂致しましたので
ご案内申し上げます。今後のご使用につきましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し
上げます。なお、改訂後の添付文書を封入した製品がお手元に届くまでに若干日時を要する点を、
ご了承くださいますようお願い申し上げます。

改　訂　前 改　訂　後

2013年1月

医薬品の適正使用に欠かせない情報です。  必ずお読みください。

使 用 上 の 注 意 　  改 訂 の お 知 ら せ

製造販売元

〒841-0017 鳥栖市田代大官町408

【改訂内容】
《－使用上の注意－（改訂部分）》　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　〔　　：下線部改訂〕

　先発医薬品の使用上の注意の改訂にあわせて、「併用注意」の項に「イグラチモド」を追記致しました。

【改訂理由】

学術部 お客様相談室【お問合わせ先】
フリーダイヤル  0120-381332
FAX. （03）5293-1723

【使用上の注意】
３.相互作用
　 併用注意（併用に注意すること）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ニューキノロン系抗
菌剤の中枢神経に
おけるGABA受容
体への結合阻害が
併用により増強され
ることが、痙攣発現
機序の１つと考えら
れている。

痙攣を起こすおそ
れがある。

＜略＞
ニューキノロン
系抗菌剤

【使用上の注意】
３.相互作用
　 併用注意（併用に注意すること）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ニューキノロン系抗
菌剤の中枢神経に
おけるGABA受容
体への結合阻害が
併用により増強され
ることが、痙攣発現
機序の１つと考えら
れている。

痙攣を起こすおそ
れがある。

＜略＞
ニューキノロン
系抗菌剤

両剤ともにプロスタ
グランジン生合成阻
害作用を有する。

胃腸障害の発現
率が増加するおそ
れがあるので、特
に消化性潰瘍があ
らわれた場合には
本剤の投与を中止
し、適切な処置を
行うこと（「4.副作
用」の項参照）。

イグラチモド


